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単語音読課題による間接的プライミング効果の検討1

　　　　　　　’

冨士原光洋

序

言語情報処理過程を考える上で一つの重要な指標となる現象にプライミソグ効果（prim一

i皿gefεect）がある。プライミソグ効果とは，時間的に先行して提示された刺激が，後続し

て提示される刺激の処理に与える影響をいう。例えば，MeyerとSchvaneveldt（1971）は，

提示される刺激が正書法にかなった単語が否かを判断する課題において，意味的な関連をも

つ語が先行する場合は，関連のない語の時より，判断が速くなることを示している。また，

こうした先行する刺激（プライム）と後続するターゲットとの意味的関述性が，ターゲット

に対する反応を促進することは，各稚の課題で報告されている。そして，この意味的関連性

に基づく促進効果は，活性化の拡散（spreading　activation：Collins＆Loftus，1975）と

いう概念で説明されることが多い。つまウ，プライムが認知されその記憶表象（単語）が活

性化されると，活性化は意味記憶表象上にある周囲の記憶表象（単語）に波及していく。こ

のとき，プライムに意味記憶表象上で近い（単語間の意味的関連が強い）単語ほど活性化を

強く受ける。プライムと慧味的関連の強いターゲットは，プライムの活性化により予め活性

化レベルが高くなっているので，反応が速くなると考えるのである（鮮しくは，・・川1口，1983

参照）。

さて，プライミソグ研究においては，意味的関連性による促進効果のほか，プライムとタ

一ゲヅトとの音韻的関連性による促進効果も報告されている。活性化の拡散という考えにた

てば，意味的ネヅトワーク（semantic　network）内の拡散と同様，辞薔的（1exical　net・

work，　Collins＆Lotus，1975）あるいは音韻的ネヅトワーク内の活性化の拡散が想定で
　．ｫる。そして，McNamaraとHealy（1988）は，特にこの両ネットワークに起こる活性化

の拡散について，2つのネットワーク閻を共通する（またくう拡散の可能性を検討している。
McNamaraらの実験ではまず，“queen－king－sing”のような3つの単語の組み合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　咽’

が考えられた。　この3単語において，“queen－king”は意味的存こ関連するベアーであり

“king－sing”は音韻的に類似するベアーである。さらに，“queen－s互ng”は“king”を

仲介することにより間接的に関連するペアーとなっている。彼らは，もし，活性化の拡散が

意味的ネットワーク内，音韻的ネットワーク内でそれぞれ生じ，さらに両ネットワークに共

通して波及していくのであれば，間接的関連語ペアー（queen－sing）にも促進効果が示さ

れると予測した。しかしこの実験では，彼らの予想に反して，単語の語彙決定課題と自己べ

一ス読み課題（self・paced　reading）において，間接的関連語ペアー間の促進効果（間接的

＊1本研究における間接的ブライミソグとは，McNamaraとHEalyの研究（1988）で扱おれた‘‘me・

diated　priming”を指す。
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プライミング効果）は示されなかった。しかしながら，McNamaraらも指摘するよう，Rosson
（1983）の行った単語読み課題の詰果など間接的ブライミソグ働果を示唆する例もあり，間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ﾚ的ブライミング効果については，実験的検討による現象の把握がまだ不十分な段階である

といえよう。

単語の認知について，その情報処理過魯を活性化め拡散という概念を用いて考える上で，

間接的ブライミング効果は重要な現象といえる。そこで本研究では，活性化の拡散が意味的

ネットワーク，音韻的ネットワークを共通して波及する可能性を検討することを目的とし，

漢字衷記単語と平仮名表記単語について音読課題を行い，間接的ゾライミソグ効果を調ぺる。

以上の目的のもと，予備調査で，McNamaraら刺激条件に従った刺激単語を選出し，実

験1において漢字表記単語について，実験2において平仮名表記単語について，プライムの

後ターゲットが継時的に提示される単語の音読課題を行った。

’　　　　　　　　　　　　　　　予　備　調　査

実験に先立ち予備調査を行い，刺激とする単語を選出した。まず，連想基準表（梅本，

1969）を使い，・見出し語からプライム意味的関連条件として30語を選び，見出し語に対する

反応数90以上の反応語をターゲットとして30語抽出した。なお，抽出にあたっては漢字表記

にして，2字の熟語という条件を設けた。、次に，大学生34名に質問紙法を実施し，上記の60

語に対して発音の類似す為単語（ただし，同音異義語は除く）を調べた。ターゲット語に対

する発音類似語はプライム音韻的類似条件の，プライム意味的関連語に対する発音類似語は

ズライム間接的関連条件の刺激語となる。調査の回答より，反応頻度が，4以上，漢字表記
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

ﾉして2字熟語，という基準を満たすものを選んだ結果，最終的に，16組のターゲット，プ

ライタ意味的関連語，音韻的類似語，間接的関連語の組み合わせを得た。さらにプライム無

関連語条件として，調査において反応のなかった漢字2字熟語を，各組に1語ずっ設定した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『i付録表1参照）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

：実　　験　　1

唾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　I　　　　　　　　　　　　J

ｩ酌
　実験工でばま学，漢宇表記の単語について間接的プライミソグ効果を調べることを目的と　　　　　　　’7する。　　　　　　　　　　　　』　・

方法　　　　　　　　・　　　　　　’°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－P）被験者’大学生10名（男子3名，女子7名）㌧　　・　　　　　　’　　・

2）実験装置実験は，AVタキストメゴープIS－701A（岩通ライセル社製）乏パーソチル

　　　　　　　　　　　　　．一RソピュータPC－9801　VXによって行った。また，反応内容め記録にテープレコ∴ダー

を使用した。
L・　　晶　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“魑

3）一刺激　予備調査によって選出した，ターゲット語16語，プライムの意味的関連語16語，

音韻的類似語16語，間接的関連語16語，無闘連語16語の計80の2文字漢字熟語を刺激とし



単語音読課題による間接的プライミソグ効果の検射　　　　　　　　　23

た（付録表1参照）。

刺激は，AVタキストスコープCRTモニタに白で提示し，1文字の大きさは17mm×

17mm（視覚1．2°xL2°），1単語の長さは，水平方向に51mm（視覚3．6°）とした。ター

ゲットとプライムはCRTモニタ中央を境に，巧ライムを上段にターゲットを下段に提示

し，ターゲットとプライムとの間隔は14mm（視，覚1．0°）とした。被験者は、　CRTモニタ

から80cmの距離で刺激を観察した。

4）手続き　被験者はまず課題の内容について説明をうける。説明では，上段の単語（ブラ

イム）に続いて提示される下段の単語（ターゲット）を，できるだけ速くしかも正確に読

むことを強調した。次に，練習試行を10～15回行い本試行へ移った。本試行は，ターゲッ

ト語（16）xプライム条件（4）の64試行からなる。

1回の試行行程は次の通りである。被験者が開始キーを押すとヘッドホーソから“用意”

という合図が聞こえる。合図の後，ターゲットの位置を示す矢印（→）が，ターゲット提

示位置の左に500ms提示される。矢印が消え500ms後に，プライムが上段に250ms提示

される。さらにプライム提示終了250ms後（ISI），ターゲヅトが下段に250ms提示される。

被験者はターゲットを読み上げ，ターゲヅトの提示から読み上げまでに要した潜時（反応

時間）が計測される。また，反応内容は実験者が正誤を記録すると共に，テーブレコーダ

一にも記録された。読み上げが終わり，約3s後に，“次の試行に移ります”という合図に

よりは次の試行に進んだ。

結果と考察

ターゲットの見落としなどによる無反応を含めた誤反応（誤読）は，ほとんどなく，各被

験者2回以下であった。2000msを越えた反応を除き，反応時間について，プライム条件

（4）x被験者（10）の2元配置分散分析を行った。分散分析の結果，プライム条件の主効果（F

＝2．61，df＝3／27，　pぐ10）が有意な傾向を示し，プライム条件と被験巻の交互作用は有意

とはならなかった。

図1に，プライム条件別にみた被験者10名の平均反応時間を示す。図1のプライム条件別

の反応時間について，Tukey法による下位検定を行ったところ，意味的関連条件が他の条

件より有意に短く（pぐ05）｝残る音韻的類似，

560 間接的関連，無関連条件問の差は有意とはな
　　5如反

らなかった。平均反応時間でみると，意味的
壽52。聞

一　」　一 一　一　一　＿　一　一　一　一　一　　　　　　　　　一一邑　一

　　500
ims）

連語り時より約20ms音読までに要する時間

480 が短くなっている。しかし，音韻的類似語，

間接的関連語が先行するときには，無闘連語

無 恋 音　　問　　　　の場合とほぼかわらない。つまり，漢字衷記
関　　味　　韻　　i接
連　　的　　的　　的　　　　単語の読み課題では，意味的関連性による促
賠　　関　　類　　関

’　　　　連　　似　　連　　　進効果のみが示され，音韻的類似語，あるい
尋籍　　藩　　躇
』　　　　　　　　　　　は間接的関速性による促進効果は示されない
プライム条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という結果となった。図1　プライム条件別にみた平均反応時間

（漢字表記語）　　　　　　　　　　　　突験工において意味的開連性に悲つく促i進
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効果が示されたことは，従来からの多くの研究報告に一致する。しかし，音韻的に類似する

語が先行する揚合に促進効果が示されなかった点は，McNamaraとHealy（1988）の結果

と相反するものである。この点に関しては，実験課題の違いも考えられるが，むしろ，言語

の違いによると解釈できよう。McNamaraらの実験では芙単語が扱われ，ここでは漢字単．

語を刺激としている。TzengとWang（1985）は英単語と漢字の処理過程を比較して，漢

字の方がより視覚的記憶を含む処理過程であるとしている。これは逆に，漢字の方が音韻的

処理の闘与が少ないことを意味しており，このため本実験（漢字単語）では音韻的類似性に

よる促i進効果が得られなかったと考え．られる。

実験工では，間接的関連性による促進効果が示されず，間接的プライミγグ効果は認めら

れないという結果を得た。しかし，音韻的類似性による促進効果が認められない状況では，

当然ともいえる。これらの結：果は，間接的プライミソグ効果を検討する上で，漢字衷記語を

刺激とすることへの闇題点を示唆していよう。また，音韻的類似語条件の設定にも検討の余

地を残すと考える。

勇　験　五

目的

実験皿では，平仮名単語について間接的プライミソグ効果を調べる。漢宇表記と仮名表記

の惜報処理の違いについて，斉藤（1981）は，漢字表記語が視覚的表象から直接意味への接

近が行われるのに対し，仮名表記語は音韻的表象を媒介して意味への接近が行われるとして

いる。仮名表記語における音韻的処理の関与が大きいことを考慮すると，平仮名単語では音

韻的類似条件による促進効果が示されると予想される。この状況において，間接的プライミ

ソグ効果が示されるか，否かを調ぺることが本実験の目的である。

方法

1）被験春　大学生8名（男子3名，女子5名）

2）　実験装置　実験工と同じ装置を使用した。

3）刺激実験1で使用した単語を平仮名表記に変え，ターゲット語16語，プライムの意味

的関連語16語，音韻的類似語ユ6語，間接的関連語16語，無関連語16語の計80の平仮名表記

単語を刺激とした。

刺激の1文字の大きさは実験1と同じであるが（17mmx17mm，視覚1．2°XL2¢），平

仮名表記では1単語が3文字から6文字となり，1単語の長さは51mm（視覚3，6°）から

85エnm（視覚7．2°）となった。その他刺激提示条件は実験工と同じである。

4）手続き　乎続きは実験工と同じである。

結果と考察

ターゲットの見落としなどによる無反応を含めた誤反応（誤読）は，実験工と同様ほとん

どなかった。2000msを越えた反応を除き，反応時間について，プライム条件｛4）x被験者

（8）b2元配置分散分析を行った。分散分析の結果，プライム条件の主効果（F＝2．87，　df＝

3／21，pぐ10）が有意な傾向を示し，プライム条件と被験者の交互作用は有意とはならなか

った。
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図2に，プライム条件別にみた被験者8名
560

の平均反応時間を示す。図2のプライム条件
反　540

別反応時間について，Tukey法による下位
時　520 検定を行ったところ，意味的関連条件，音韻

●

　　500ims） 畢　　騨　　艸 1　層　冒　　一　　一　¶　　一　層　一　　一　一　　■　＿　－　i …　　的類似条件が無関連条件に比べて短くなる傾
d80

向が認められ（pぐ10），逆に間接的闘連語

条件は，無関連語条件に比べて有意に長くな

舞 農 嘉　嬰　　った（Pぐ嚇平均反応醐でみると・意

羅　腐　象　蘭　　味醐蕊あるいは醐繍似語がプライ
藷　踏　諾　　ムとして先行する鵬鯛藤よりも音読

　　　　　　　　　　　　までに要する時間が短くなる傾向が示されたプライ春条件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，間接的に関連する語が先行するときには，図2　プライム条件別にみた平均反応時問

（平仮名表記語）　　　　　　　　無関連語に比ぺむしろ遅くなる傾向が示され

ている。まとめると，平仮名表記の読みの結

果では，意味的関連性，音韻的類似性による促進効果は示されたが，間接的関連性による促

進効果は認められず，間接的関連性はむしろ抑制的に働く傾向となった。

平仮名単語の読み課題においては，意味的関連性による促進効果，音韻的類似性による促

進効果が示された。これは予測と一致するものであり，実験1の漢字単語の結果と比較して，

漢宇に比ぺ音韻的処理の関与が大きい平仮名の処理過程を反映するものと考える。しかしな

がら，両促進効果が示される状況においても間接的プライミング効果は認められなかった。

単語の音読課題において，間接的関連性による促進効果は示されにくい現象と結論できるだ

ろ．う。また，間接的関連条件は無関連条件よりやや反応時間が長く，抑制的な効果が示唆さ

れている。この点に関しては，解釈が難しく問題を残す結果となった。

本研究では，間接プライミソグ効果について，漢字表記単語，平仮名表記単語を刺激とし

音読課題を行いその現象を検討した。そして，McNalnaraら研究と同様，間接的ブライミ

ソグ効果は示されないという結果を得た。漠字単語（実験1）についてはやや問題を残す結

果となったが，単語認知過程について，意味的ネットワークと音韻的ネットワークを考える

とき，両者を共通して波及する活性化の拡散は，可能性として低いことが示唆される。また

本実験など間接的プライミソグ効果が示されない研究報告は，間接的プライミ』ソグ効果を支

持する現象が，自動的な活性化の拡散を反映するというより，意図的過程によりもたらされ

ている可能性を示唆しているとも考えられる。今後これらの点についてさらに検討が必要で
」　　　一　　　　一　　　　　　」

あろう。
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付　録

　　　　　　’¥1　実験に使用した刺激単語（漢字表記）

プライム
ターゲツト語

無関連語　　　　意味的関連語　　　音韻的類似語　　　間接的関述語

1　　都会　　　　　　発表　　　　　　　田舎　　　　　　　誤解　　　　　　背中　　　　　　　　　　　　　1

2　　勉強　　　　　　高原　　　　　　学校　　　　　　近況　　　　　　国交

・3　　病人　　　　　　散歩　　　　　　爾病　　　　　　承認　　　　　　感情

4　　手紙　　　　　　海岸　　　　　　切手　　　　　　女神　　　　　　勝手

5　　泥棒　　　　　　睡眠　　　　　　警察　　　　　　減亡　　　　　　軽卒

6　　結果　　　　　　友達　　　　　　原因　　　　　　血管　　　　　　店員

7　　化学　　　　　　選挙　　　　　　元素　　　　　　価格　　　　　　幻想

8　　火事　　　　　　季節　　　　　　災難　　　　　　菓子　　　　　　祭壇

9　　小説　　　　　　幼児　　　　　　作家　　　　　　調節　　　　　　雑貨

10　反対　　　　　　家庭　　　　　　養成　　　　　　安泰　　　　　　安静
11　失敗　　　　　　　温度　　　　　　　成功　　　　　’　一杯　　　　　　　傾向

ユ2　他人　　　　　　水泳　　　　　　自分　　　　　　担任　　　　　　気分

13　兄弟　　　　　　時間　　　　　　妹姉　‘』　　　　教会　　　　　　見舞
14　宗教’　　　　　　試験　　　　　　　信仰　　　　　　　終渠　　　　　　　銀行
15』 囃z　　　　　　学生　　　　　　設計　　　　　　含蓄　　　　　　石鹸’

16　生徒　　　　　　安全　一　　　　先生　　　　　　遷都　　　　　　遠征


